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“ゾミア"におけるプロテスタント伝道1)

福本勝清

1) “ゾミア"について

ゾミアとは，もともと，インド，バングラデシュ， ビ、ルマの国境地帯で話

されているチベット・ビ、ルマ系諸語において「高地民Jを意味する言葉であ

る。そこからヒントをえて， J. C ・スコット等は，中国西南からインドシ

ナ北部に拡がる山岳地帯を指す言葉としている(スコット「ゾミア』みすず

書房， 2013年〉。ゾミアに対するのは低地国家である。スコットによれば，

この山岳地帯は低地国家に対する周辺諸民族の一種の逃避地帯となっており，

さらにスコットはこの山岳地帯の南方への延長である熱帯ジャングルやその

周辺に介在する沼沢地帯もまた，低地国家の支配から逃れているという意味

においてゾミアに含めている。

ゾミアに対峠する低地国家は水稲社会である。中国悶家の政治的中心は北

方にあり，北方は水稲社会ではなく，主穀は麦(小麦・大麦など)であるが，

ゾミア周辺の華南は，ベトナム・タイ・ミャンマーなどと同じく水稲社会で

ある。ゾミアの生業は採集・狩猟のほか，焼畑・棚田などの農耕を含む。こ

れらの生業は棚田以外を除けばいずれも移動可能なものであり，低地国家の

ゾミアに向けた軍事遠征や奴隷狩りに対しでは，ゾミア側のヒット・エンド・

ランで対抗しうる。棚田は持って逃げることはできないが， もし棚田が山地

の奥にあれば，それに繋がる陸路を遮断すれば守りやすく，低地国家の軍隊

の攻撃や，労働力の確保を目指す奴隷狩りから，それぞれの部族のメンバー
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ゾミア (Scott，2009: p. 17) 

を守ることがで‘きたと，エドマンド ・リーチ Cf高地ビルマの政治体系』弘

文堂， 1995年)が述べている。

低地国家の財政は，農民からの年貢の徴収と賦役の動員によって維持され

ている。 もし，農民からの収取がひどく苛酷になれば，農民たちは山地に逃

げ込み，低地国家の支配から離脱してしまう。

低地国家にはそれぞれ仏教， f需教 ・道教など大伝統にもとづく制度宗教が

板づいており，民衆支配のイデオロギーともなっている。それに対し，ゾミ

アの民は，ほとんどがアニミス卜である。苗族 (ミャオ， フモン)，カレン

族，ラフ族などのように，民族によっては，預言者や救済者の出現を希求す
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るものたちがいる。また，ゾミア諸族の崇敬を集める仏僧が出現する場合も

ある。だが，そのととは低地国家の制度宗教を受け入れるということではな

い。ゾミアの民は，むしろ，低地国家の制度宗教を容易に受け入れようとは

しない。

さらに，ゾミアの民は文字を持たないが，過去にそれぞれ文字を持ってい

たが，逃亡の際，文字あるいは文字が書かれた書物を失ってしまったとする

伝説を持っている。ゾミア諸族が自らの統治に複雑な行政機構を必要として

いないことや王や貴族を持たないことは，文字の必要性を減じている。また，

文字を持たないことにより経典を持つ制度宗教の浸透を難しくしている可能

性がある。

プロテスタント宣教師がゾミア伝道において，まずそれぞれの部族の言葉

を覚え，さらに部族の言葉ごとに文字を作り，その文字を用いて新約聖書，

旧約聖書，賛美歌などを翻訳したことは極めて示唆的である。もし，漢族が

ヒルトライブに仏教なり，儒教・道教なりを広めようとしても，それらの経

典をそれぞれの部族語に翻訳することはない。ましてや経典翻訳のためにヒ

ルトライブごとに文字を考案することもない。自らの漢字文化の優位性を信

じているからであり tルトライブの側が漢字を学び経典を読み親しまなけ

ればならない九

2) インドおよびビルマ伝道の開始

プロテスタントによるインド，東南アジア，中国への伝道は，当然のこと

ではあるが，カトリックのそれよりも，はるかに避れ，近代に入ってからの

ことであった(例外はオランダが進出したインドネシアである)018世紀以

降インドを支配した東インド会社は，みずから宣教師を招き，その統治に利

用していたといわれる。それに対し，プロテスタント宣教師として，最初に

インドに伝道を行ったのは，モラビア兄弟団だったとも，あるいはデンマー



40 明治大学教養論集通巻522号 (2017・1)

ク王に後援されたドイツ敬鹿派だったとも震われており，諸説がある(気賀

重弱， 1942 pp.31-32)。

プロテスタント伝道史において，最初のインド伝道者として知られている

のは，英国パプテイスト派のウィリアム・ケアリ-William Carey (1761-

1834)である。靴職人出身のケアリーはインド伝道を志し，小さな伝道団体

を組織し， 1793年，自らインドに赴く。だが，東インド会社の許可が得ら

れず，藍の栽培者として，ょうやくインド上陸を許されている。彼は友人の

紹介でミドナプール Midnaporeの藍工場の経営に従事し収入を得る。しか

し，東インド会社の管轄区内での伝道が許されなかったために，やむを得ず

当時デンマーク領であった凶ベンガルのセラムポール Seramporeに退かざ

るをえなかった。セラムポールは， 1755年以来，デンマーク領であり，デ

ンマークのアジア貿易の拠点の一つでもあり，絹・綿業の振興がはかられて

いた 0815年英領に併合〉。おそらく，ケアリ一等とデンマーク派遣の宜教

師との関わりもあったと思われる。

セランポールを拠点としたケアリ一等ノ〈プテイストたちの伝道は，次第に

成果をあげ始める。ケアリーは多彩な能力を有していた。説教者として，教

師として，著者として，出版者として，藍栽培の指導者として，何れも優れ

た才能を発揮し，かっ事業を組織し経営する能力を有していた(気賀重錦，

p.33)。彼は短期間のうちにベンガル語を習得し，ベンガル語新約聖書を完

成させるとともに，セランポール周辺の農村に多数の学校をつくり，民衆教

育に力を入れ，さらに最初のミッションスクールであるセランポール大学を

設立した。また， 1800年iこはカルカッタに新設された大学 FortWilliams 

Collegeの教授に招聴され，べンガル語，サンスクリザト語などを教授した。

ケアリーのインド報告はロンドンの諸教会の注意をひき，それを刺激とし

てロンドン伝道協会が設立され，ケアリ一等の宣教を後援すると同時に，他

のアジア・アフリカ伝道を強く後押しするようになる。中国へのロパート・

モリソンの派遣，アフリカへのリヴィングストーンの派遣などは，ロンドン
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伝道協会の偉業としてよく知られている。

ケアリ一等パプテイスト派のインド伝道は思わぬ余波をひき起した。米国

会衆派牧師の息子としてマサチューセッツに生れたアドニラム・ジャドソン

Adoniram J udson (1788-1850)は，同僚とともに会衆派海外宜教会より

教師としてインドに派遣されたが，長い航海の途中，ギリシア語聖書の研究

がきっかけとなり，カルカッタ上陸(1812年〉後，ケアリーの影響を受け，

パプテイスト派の信条を受入れている。別船でインドに向かった同僚のライ

ス札同様な体験からパプテイスト派に転じている。当時，東インド会社が

アメリカ人によるインド伝遣を認めなかったために， 1813年，ジャドソン

夫妻はライス等の同僚とともにラングーンに赴く。下ピルマには当時，ウィ

リアム・ケアリーの子息フエリックス・ケアリ一等による伝道が進められて

いたが，相次ぐ苦境から，おそらく惨めな状況に陥っていたと思われる。ジャ

ドソン等アメリカのパプテイストたちは，英国ノ〈プテイストの事業を引き継

ぐ形で，その後長くピルマにおける買教に従事することになる。

ジャドソIンは， ピルマ語習得に全力をあげるとともに， 1817年マタイ伝

をビルマ語に翻訳し， 23年には新約聖書を翻訳している。翻訳はギリシア

語聖書，へブライ語聖書から行われた。

だが， ヒンドゥー教とイスラム教の国インドにおける伝道が困難であった

ように，上鹿部仏教の悶ミャンマーにおける怯道も同じく容易ではなかった。

彼らの継続的な努力にもかかわらず， ミャンマーにおける主要民族，ピルマ

族仏教徒への改宗の働きかけははかばかしくなかった。最初の受洗者(ヒル

トライブの出身者だったといわれている)が現われたのは 1819年のことで

あり， 1822年までの帰依者は 18人であった。つまり， 10年近くをかけて，

18人の改宗者を得たにとどまった。また， 1824年，第一次ピルマ戦争が勃

発するや，ジャドソンはイギリスのスパイとみなされ， ビ‘ルマ王国政府によ

り， 17カ月間，投獄されている。

当初より一貫してどルマ族への貫教に専念していた伝道団であったが，
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1928年，初めてカレン族の KoTha Byuの帰依を得ることに成功した。 Ko

Tha Byuは債務奴隷に陥っていたところを伝道団に助けちれたことを契機

として入信したが，元匪賊であった。受洗後，彼は勢力的にカレンの村を回

り，次々に帰依者を獲得していった。 1840年， Ko Tha Byuが死亡した時，

すでに一千余の帰依者を獲得していた。 1850年，ジャドソンが死んだ時，

バプテイスト教会のもとで 7，000人の帰依者が生まれていた。その多くがカ

レン族であった。ビルマ宣教百年時には， ビルマのパプテイスト教会の信者

の数は 12万人余に達したといわれている (Phinney，pp. 54-55)。

第一次ビ、ルマ戦争においては，イギリスはラングーンを占領し， ビルマに

アラカン，テナッセリムの割譲を約束させたとはいえ， ビ、ルマ政府は条約を

履行しなかった。続く，第二次ビ、ルマ戦争(1852)において，イギリスは南

ビ、ルマを占領し，下ビルマ，ペグー，アラカンなどをその支配下においた。

宣教師団にとっては，ょうやく拠点を確保し，自由に布教活動が行える潔境

が整ったといえる。

3) 中国伝道始まる3)

中国にやってきた最初のプロテスタント宣教師は，ロンドン伝道協会派遣

のロパート・モリソン RobertMorrison (1782-1834)であり， 1807年のこ

とであったο 清朝の禁教政策のため，彼はまずポルトガル人の居住地であっ

たマカオに上陸し，密かに，十三行が置かれた広州に入り，アメリカ領事館

員の庇護の下，中国語の学習を続け， 1809年イギリス東インド会社の通訳

になるにおよんで，ようやく合法的な身分を獲得したといわれる。その後，

ウィリアム・ミルン，メドハーストなどがイギリスから，アベール，ブリッ

ジマンなどがアメリカから中国宣教を目指し，マカオ，広州，シンガポール

など海峡植民地に到来した。あるいはギュツラフ Gutzlaff(1803-1851)の

ように， ドイツから来華するものも存在した。だが，布教の自由がなく，か
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つ十分な活動基地をもたない欧米宣教師の行動範聞は限られており，貫教師

たちの任務は摸英辞典の編纂，聖書の翻訳，中国の政治経済的情報の収集，

風俗習慣を含めた文化の理解など，その後の中国伝道のための下ごしらえと

いった性格の強いものであった。

アヘン戦争後の 1842年，南京条約による香港の割譲，広州/，上海などの

五港開場は，買教師たちに待望の活動拠点をもたらした。つづいて，アロー

号戦争後の 1858年，天津条約によって，外国人宣教師による布教権(内地

布教をも含む)が認められ，ょうやくここに，中国本土布教の前提が整うこ

とになった。南京条約後，外園租界が作られた上海や寧波には，それぞれの

教派や伝道団体から派遣された多数の宣教師たちが到来するようになったが，

ハドソン・テーラー HudsonTaylor (1832-1905)も，その一人であった。

1854年，小さな伝道団体，中国怖道会 ChineseEvangelization Society 

の宣教師として中国に派遣されたハドソン・テーラーは，その後怖道会を離

れ，独立して活動を始める。上海や寧波で怯道に従事しているプロテスタン

ト宣教師たちは教派(デノミネーション)が異なっていても相互に協力し合っ

ていることが多く，それに若きテーラーは陣分助けられている。とくに，長

老派最初の中国派遣宣教師ウィリアム・パーンズ WilliamBurns (1815-

1868)とは， 1855年 12月からほぼ半年間，新江の南j尋，烏鎮，広東の拙頭

など安一緒に伝道旅行するなど，ともに生活し，多くのことぞ学んでいる。

また，パーンズはテーラーとつき合う中から中国服を着る，中国帽をかぶる

といった伝道のスタイルを身に着けるようになったといわれる。

テーラーはパーンズから以下の三点を学んでおり，それらが後に中圏内地

.会の組織の中で実を結ぶことになったといわれている(スティーア， p.131)。

それはまず，第一に，試練をとおして，人生の「新たな側面と価値Jを見い

だすという神の目的を知るようにという指摘であり，第二に，伝道は教会の

働きであるという見解であり，最後に，信徒伝道者の重要性についての指摘

である。三点ともに，後のテーラーの運動論・組織論を考えると，非常に輿
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味深い指摘である。

彼は上海や寧波における伝道の経験から，教派に支援された伝道団体の活

動が，教派の財政状況によって拡大されたり，縮小されたりする限界を感じ，

それを越えるべく，中関伝道のための教派を鵡えた怯遊間体の設立を目指す

ことになる。しかもその伝道団体は，従来の中国伝道が沿海部に偏り，中国

内地への伝道がなかなか進まない現状を変えるためのものでなければならな

かっ fこ。

上海や寧波における伝道経験の後，テーラーは健康を害し体調を回復させ

るためにいったんイギリスに帰闘する九その後健康奇聞復するや鹿学の習

得に努め. 64年医師免許を獲得した。そして， 1865年ロンドンにおいて，

もっぱら中国内陸伝道ぞ志す超教派のプロテスタント伝道団体，中圏内地会

China lnland Missionを創設する。

中国内地会は中国奥地伝道固と訳されることもある。だが，内地会の内地

とは，海岸附近あるいは長江沿岸などのように，欧米人にとって容易にアプ

ローチ可能な範囲を越えた中国世界全てを指すと考えられる。中国奥地とい

えば，四川，甘粛，貴州，雲南といった中国西部の辺境もしくはそれに近い

諸省を連想するが，内地会設立当初においては，江蘇，斯江の沿海地区や，

安徽，江西などの長江沿岸の諸省にも欧米伝道団体にとってまだ宣教を行っ

ていない地域が多く存在していた。たとえば，江商省の省都南国や第二の都

市九江に伝道拠点が置かれたとしても，江西の大部分はいまだ福音の届いて

いない「奥地Jであり，そこから内地の意味合いが理解できょう。

中国本土の諸省は日本の県規模ではなく，小さくとも十万平方キロメート

ル以上の大きさを有している。また，その人口は当時でも多くが一千万を越

えており，大きな省は，二，三千万人以上の人口を有していた。各伝道団体

の刊行物の中国諸省の紹介において，イングランドよりも大きくとか，イン

グランドとスコットランドを合わせたに等しい，といった記述が頻出するが，

それは，各省に一つ，二つの伝道所を霞いたぐらいでは，その省の住民に福
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音が届いたなどという状態にはほど速いことを，欧米の支持者・後援者にイ

メージしてもらうために必要な説明であった CGuinness，1894: p. 202)。

1866年 5月，ハドソン・テーラーと，彼の一家および 16名のメンバーか

らなる宣教師団は，ラマーミュア号に乗り出発， 4ヶ月後の 9月に上海に上

陸した。同年 10月，内地会は杭州に赴きそこに伝道拠点を置き，杭州およ

び寧波など漸江を中心としてその伝道を開始した 0873年，中国本部は上

海に移転する〉九テーラーは当初，宣教師が未だ派遣されていない 11省と

そンゴルに， 2名ずつの宣教師を送るために 24人の宣教師が集まること安

期待したが，かなわなった。 16人の宣教師のなかには，労働者出身のもの，

女性も含まれており，従来の貫教師像とは大きく異なるものであった。中国

人の尊敬を勝ち取るべく，中国服を着て，中国人の髪形をし，できるかぎり

中国風な生活を試みる内地会宣教師の伝道スタイルは，来華した欧米宣教師

の聞においても，さらに内地会自身においても，様々な反響や葛藤ぞ生んだ

が，議論を呼んだのは，女性宣教師の採用であった(後述)。

1866年から 1870年にかけ，内地会の宣教活動はゆっくりと前進した。内

地会の宣教活動の特徴は，伝道所(ステーション)の設立と，その周辺への

巡回伝道であった。住居や教会施設のための建物や土地の，貸借や取得の困

難，本部から伝道拠点への送金の難しさ，伝道に対する官吏および民衆の妨

害(時には，それは暴動といった形をとることもある)，そして，慣れぬ中

国生活による宣教師およびその家族の曜病や死去など様々な困難に直面しな

がらも，内地金は奉化，紹興，台j十1，湖ナi'Iなど漸江各地に活動を広げると同

時に，江蘇，安微など隣接諸省へと伝道活動を拡大していく。 67年には，

温州に伝道所を設け，かっ買教師が南京城に入り居住することにも成功する。

68年には蘇州に入り，揚州では暴動に道い，テーラーが暴徒に殴打されな

がらも，再度揚州に入っている(この揚州教案の結果，内地会への献金が減

少したが，その紘験はよい教訓であった)069年には，安慶，九江に入るが，
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安慶では暴動に遭い，翌年再度入城してL、る。

1870年 7月，テーラ一夫人マリーが病死する(上海上陸後，夫妻は 3人

の子供を失っている)。テーラー自身も健康不7i:が絶えず， 71年秋にはイギ

リスに戻り療養するともに，手薄となっていたロンドン本部の組織機能を強

化し，さらにジェニー・フォールディングとの再婚後の 72年秋，中国に戻っ

ている。 73年，本部を杭州、|から上海へ移転。 74年 5月，テーラーは事故で

背柱を損傷し，再度渡英しロンドンで治療を受けなければならなかった。

この間，内地会は，テーラー夫人マリーばかりではなく，数人の創立以来

のメンバーを病気で失っている。なおかつ，当時，内地会の医師はテーラー

だけであったので，テーラーの健康状態の悪化，波英は，内地会全体の健康

管理にとっても無視できない不安要素であった。だが，この時期においても，

すなわち，テーラーの体調がすぐれず，英国滞在が長期に及んだ時期にあっ

ても，内地会の伝道活動は変ることはなかった。一つには，彼らが力を注い

でいた杭州以南の漸江は，当時，内地会にとっても，他のプロテスタント教

派にとっても， もっとも有望な地であったことがあげられる O 内地会の巡回

伝道は確実に実を結びつつあり，現地教会の建設も徐々に進んでし、く。

また，内地会へのイギリス本国からの宣教師派遣は依然として続けられて

いた。さらに付け加えれば， 1865年に本隊に先行にして来華したジョン・

スティーブンソンやメドーズ Meadows，ラマーミュア・パーティの一員で

南京に最初に居住することに成功したダンカン Duncan(1873年死亡)， 67 

年に来華したジョン・マッカーシー JohnMcCarthyなど経験ある宣教師た

ちがそれぞれ要所の活動を担っていたと考えられる。

4) 中圏内地会

ハドソン・テーラーが設立した伝道団体，中圏内地会には幾つかの際立っ

た特徴があった。まず，教派および国籍にこだわらないこと。宣教師はすぐ
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れたプロテスタントの教会から招くこととし，国籍も当初は英国のみであっ

たが，伝道団の活動が拡大するにつれて，アメリカ・オーストラリア・ニュー

ジーランド・北欧諸国などと出身国籍も多様化した。そして，宣教師は中国

伝道において，中国風の身なり，服装や髪形をすること，かっ可能な限りで

はあるが，中国の家屋や調度に合わせた簡素な生活をすることが求められた。

これらは，彼らが中国の歴史と文化を尊重していることを表し，かっ聞き手

である中国民衆に親しみやすさを印象づけることを目指したものであった。

だが，中国服を着る原則に対しては，ラマーミュア・パーティのなかにも，

異論が出た。中国語が十分にできないうち，中国服を着ることは内心不安で

あり，現実に中同人からは洋服の方が尊敬を受けるというものであった。さ

らに，当時の上海などに居住するヨーロッパ人の目には，白人でありながら

中国服を着，耕髪を整えて暮らす内地会宣教師はからかいや冷やかしの対象

であった。

テーラーは，宣教師の，資格や教養(教育歴)については多くを求めなかっ

た。あまり正式の教育を受けていない職人，職業人に対しても門戸を聞いて

いた。実際には，内地会の評判が上がるにつれ，個々の宣教師の教育歴は上

昇した。だが，初期には，大工，石工，鍛冶屋などが加わっていたように，

極めて実践的な知識や技量をもっ人々が多く加わった。これは，全く慣れな

い中国の生活において，実践的に，如何にストレスなく生き抜くかという点

において，大工や石工など技術あるものの存在は，大いに役立ったと思われ

る。宣教師それぞれが各地の伝道所(ステーション)に配置され，ほぼ独力

で生活し，宣教活動を行わなければならなかった。貫教師といえども未知の

世界においては，まず，生き抜かねばならないし，かっ，具体的な生活の面

においては，できるかぎり自らの手で解決しなければならない以上，教育歴

は低くても，すぐれた職人，職業人ならば，様々な面において有利に対応で

きる可能性が高い。

そして，女性貫教師の積極的な採用もまた，従来の宣教団と比べて内地会
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の特色であった九中国伝道においては，人口の半分安市める女性に対して

加何にアプローチするかは極めて重要な課題であった。比較的閉じこめられ

た世界で暮らす女性たちに対し，男性の宣教師がアプローチすることはほぼ

不可能であった。もし，可能であったとしても，それを実際に行えば，後に

非難を招きかねなかった。それゆえ，女性による女性へのアプローチこそが

もっとも確かなものであった。内地会の宣教師一覧(メンバー表)には，夫

とともにその妻も記載されている。宣教師の妻は宣教師として中国女性への

伝道を期待されていた。

伝道においてもっとも有力な手段は，現地語による説教であった。中国に

おける伝道においては，言語は一つ学べば良いというわけにはL、かななかゥ

た。それは，他のアジア諸国，たとえば，インドや東南アジア各国において

も，同じであった(ウィリアム・ケアリーを始めとして，未知のフィールド

の開拓者である宣教師はすぐれた多言語使用者 polyglotであったと考えら

れる。ハドソン・テーラーについては，共通語=マンダリンを学び，上海語

で礼拝をし，寧波語の新約聖書の改訂を行っている)。たとえて言えば，鹿

児島人と青森人では，話し言葉によるコミュニケーションが難しかったとい

われる明治時代の日本に，ある程度類似したところがあったと思われる。つ

まり，宣教師は，その国の標準語ないし共通語，あるいは主要な言語をマス

ターすると同時に，現地語ないし現地の方雷もマスターしていなければ，民

衆に対し説得力を持ち符なかった。

たとえば，中国伝道においては，どこに赴任しようと，マンダリンの学習

は必須であった。また，英領インドの一部であったピルマにおいても，たと

えヒルトライブの布教を担うことになっていたとしても，1:婆民族であるビ

ルマ語の学習は必須で・あった。それぞれの国における官庁などの様々な手続

きに必要なほか，あるいは外国人宣教師が伝道を通して少数民族やヒルトラ

イブや文化的な異端などと結託し，主要民族に対し反抗を唆したり，反乱を

企てているのではないか，といった疑いを解くためにも，宣教師は主要民族
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の有力者や知識人と付き合い，意思の疎通をはかつておく必要があった。ヒ

ルトライブの教会のための土地買収と登記，学校や病院の建設などにおいて

も，現地の役人や有力者と交渉し，時には協力を求める必要があった。

中閣において，問題なのはマンダリンだけでそれぞれの現地において民衆

に説教するわけにはいかなかった，という点である。マンダリンと呉語，閑

語，卑語，客家語といった各方言の差は大きく，互いに通ぜず，別の言語と

みなしてよいほどであった。また，それぞれの方嘗においても，地域内にお

ける方言差が大きし宣教師はそれぞれ現地において改めて現地語を学習し

なければならなかった7)。

誰もが理解しうるように，新しい言語は若ければ若いほど習得がしやすく，

とくに若い女性はその能力に秀でているとテーラーは考えていた。それゆえ，

中国伝道においては，若い女性宣教師の存在は欠かせないものであった。た

だ，いくら内地会が多くの若い女性の参加を望んでも，多くの若い女性がそ

の呼びかけに応じなければ，女性貫教師は実現しなかったであろう。そこに，

産業革命後にともなう中産階級の誕生と，それらの家庭に育った多数の教養

ある女性の社会進出への欲求という. 19世紀中葉の歴史状況を考える必要

がある。たしかに，保守的なイギリスにおいては，当時，女性宣教師を認め

たのは内地会だけだったのかもしれない。だが，すでにアメリカにおいては，

パプテイスト派などが女性貫教師の派遣を実現しており，女性宜教師は決し

て内地会の独創というわけではなかった。

最後に報酬あるいは待遇の問題がある。内地会の宣教師は伝道団体に雇わ

れた存在ではなく， したがって保証された給与を与えられるのではなく，内

地会のメンバーとしてその収入を分かち合う関係に置かれた。一つ，二つの

大教派に支えられた伝道団体ではなく，また原則として負債を負うこと(借

金)を禁止しており，財政上，内地会の趣旨に賛同する支持者の個人的な献

金に依存している以上，内地会の収支はいつも逼迫しており，メンバーであ

る各宣教師への配分は，つねに，宣教師の日々の生活と活動をようやく支え
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る程度であった。定期的に長期休暇が与えられること，宣教師の子供たちは

芝宗 Chefooの内地会附属の学校に預けることができるとと以外，内地会の

文献において福利についての言及はなく(民国期，おそらく 1920年代以降，

宣教師の健康維持のため，各地に医療チームが置かれていたようである)，

さらに年金についての言及もないので，内地会の待遇は他の伝道団体よりは

るかに劣るものであった。だが，この報酬の低さと中国伝道という特別の使

命が，結果として，神への奉職に相応しい仕事と見なされ，若いすぐれた宣

教師の大量参加を促したことに繋がったのではないか，と考えられる。

5) 相次ぐ奥地への進出 ゾミアヘ

1875年，ハドソン・テーラーのロンドン滞在中の 7月，中国内地会の月

刊誌『チャイナズ・ミリオンズ China'sMillionsJ創刊号が発行される。ハ

ドソン・テーラーには，内地会設立十年目にあたり期するところがあったと

思われる。その期待と決意は『チャイナズ・ミリオンズ』創刊号によく現れ

ている。巻頭には雲南山地のシャン族(タイ族)の木版画が若干の説明とと

もに掲載されている。なぜ雲南にかかわる絵かといえば，内地会の二人の宣

教師，スティーブンソンとソルト-Henry Soltauが， ピ、ルマ北部から雲南

入りを目指し，すでに船でグラスゴーを出発したという創刊号の記事に関係

しているであろう。この内地会の二人の若者の雲南遠征の試みは，ハドソン・

テーラーが常日頃から言っている，いまだ福音が届いていない中国内陸の諸

省に宣教師を派遣し，伝道事業を開始する試みの一環，その最も象徴的な実

践のーっとして挙行されたものであった。このビルマ北部から雲南への進出

はすでに前年から計画されていたものであり，新年早々には準備が始まって

L 、7こ CGuinness，1894: p. 129)。

テーラーは読者に対し，未知の内陸 9省への宣教師派遣の必要性を説き，

支援を呼びかけた。 l省 2名， 18名の宣教師を求めるアピールであった。い
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まだプロテスタント宣教師が派遣されていない内陸9省とは，山西・隈西・

甘粛・四川・河南・湖南・貴州、|・雲南・広西であった8)

これより先の 1874年 6月，チャールズ・ジャッド CharesJuddは，長江

を遡り武高に逮し，そこに伝道拠点を霞く O いよいよ，中関西部，つまり中

国奥地への伝道が近い将来への日程に上ることになった。

ところが 1875年2月，イギリスの駐華公使館員マーガリーが，雲南から

ビルマに向かう途中，雲南辺境で中国側に殺害される事件が発生した。実際

のところ，このマーガリ一事件はイギリス側が引き起こしたといえるもので

あった。その前年， ビ、ルマから雲南へのルート探索調査を目的に英陸軍将校

ブラウンは，約 200名の探検隊を組織し，雲南侵入の機会を窺っていた。英

公使館員マーガリーはこの侵略行動に協力するため通訳に任命され，ブラウ

ン大佐一行と合流するため北京を発ち上海から長江を遡り雲南に入った。彼

は，騰越近郊で情報収集を行い，現地当局によりビ、ルマに追い払われた。マー

ガリーの先導によりブラウンの部隊は零南に侵入し，偵察行動を行なってい

たマーガリーらはジンポ一族を主体とする現地住民と衝突し，双方に死者が

出たが，マーガリーもその一人であった。

マーガ、リーは熱心なクリスチャンであり，中国奥地伝道についてハドソン・

テーラーに共鳴していたといわれる。その身を犠牲にしても，中国奥地伝道

への道を切り開くという覚悟であったともいわれる CRoberts，p.31)。

まさに，この時期，内地会のつ人のメンバー，スティーブンソンとへンリー・

ソルトーのビルマ行きが決行された。これについては，テーラー自身の時局

判断があったはずである。その時局判断は，マーガリー事件の処理をめぐる

中英の交渉が，内地会の雲南入りに有利に働くと考えたのか，それとも米国

パプテイストのヒルトライブ伝道が勢いを増し，いよいよシャン高原に入り

さらに北上しつつあることから，それに一歩先んじてビルマ北部からの雲南

進出を目指したものなのか，あるいはその他の判断があったのか，不明であ

る。それらのいずれにせよ，現地の混乱次第では，それに巻き込まれ， 2人
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のすぐれた貫教師を失う可能性があった以上，その決定は危うさ奇含むもの

であった。

テーラーは今回の渡英以前から，ロンドン本部の実務担当者であるへンリー

に来慈して中国本部の運営を担うことを要請していた。一家をあげてテーラー

の事業を支援してきたソルト一家の一人であったへンリーは，テーラーの要

請に応え， 75年 4月，サパテイカルを終え中国に戻るスティーブンソンと

ともにグラスゴーを発ち，ラングーンに向かった。二人はピルマ北部から雲

南に入る可能性を探るつもりであった。この二人のグラスゴー出発のニュー

スは， rチャイナズ・ミリオンズJで詳しく報じられており，その後のここ人

の雲南遠征， r大冒険」は，同誌にその都度掲載されることになった。

ラングーンに着いた二人は，マンダレーに向かし、， ピルマ王に謁見し， ピ

ルマ北部の町パーモへの居住と伝道の許可を得て，同年 10月にはパーモに

入る crチャイナズ・ミリオンズJ1875年第 6号〉。二人と同時に米国パプ

テイスト派のローズも王より許可を得てパーモに入っている。だが，マーガ

リ一事件の処理をめぐり中英関係は緊張しており，イギリスは同国人がピル

マ側から雲南へ入ることを禁止する。スティーブンソン，ソルト一一行も，

そのあおりを受け，同じく雲南への入境を禁止される。だが，二人はピルマ

北部から雲南への入境を諦めることはなかった。当時，パーモなどビ‘ルマ北

部には多数の中関人が居住しており，現地において伝道に着手することが可

能であった。

当時， ビルマ北部にビルマ王国がまだ残っており 0886年まで).イギリ

スの軍隊，商人，冒険家，植民者などのビ、ルマ奥地への進出は， ビルマ高地

の諸部族の聞に疫病を流行らせる結果となった。二人に続いてパーモに到来

した医師ハーヴェイによる医療伝道が開始され，さらにスティーブンソンは

カチン語を習得し，ソルトーの医療知識を頼りに，二人は主にカチン族に対

する伝道に従事する。内地会によるゾミア伝道のスタートであった。このカ

チン伝道は大きな意識を持つものであった。というのも. rチャイナズ・ミ
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リオンズ』の読者は，ニ人のカチン伝道の記事から，彼らのカチン族に対す

る信頼を読むことができたからである。その信頼のほどは，彼らがカチン族

をもっとも良い同盟者 bestalliesと呼んでいることからも十分にうかがえ

るものであった9)。

内地会の奥地進出は続いた。 75年 4月，へンリー・テーラーは河南に入

り，如寧で伝道し，その後開封に伝道拠点を設ける。さらに 6月，武昌のジヤツ

ドは，初めて湖南に入り，岳州で家屋を借りることに成功する。だが，排外

的な気風を持つ湖南はその後もずっと伝道困難な地域であり続けた。それは，

内地会に対してばかりではなく，プロテスタント各派に対しでも同様であり，

宣教師の長沙進出は内陸諸省の省都のなかではもっとも遅れることになった。

さらに， 76年 8月，ボーラ-ballerとキングは漢江に沿って北上し侠西に

達し， 10月に武昌に戻る。

1876年9月 11日，マーガリ一事件の処理をめぐる英公使‘ワードと李鴻章

の長期にわたる交渉の結果，イギリスと清朝の聞で芝宋 Chefoo条約が調印

される。これは中国在住の宣教師たちにとって朗報であった。それ以後，宣

教師はパスポートさえ持っていれば，自由に中国関内そ旅行できるようになっ

たからである。内地会はすぐさま，武漢三鎮を起点として，畿っかの，さら

なる奥地への「大遠征Jを試みることになる則。 10月， ジェームズとター

ナーは山西に向かい，イ一トンとパーカーは陳西から甘粛に向かつて旅立つ。

11月にはキングとパッド Buddもまた甘粛に向かい，途中先行の二人に合

流する。 12月，彼らは西安を経て，同年末甘粛に入っている。 12月，キャ

メロン，ニコルズ，マッカーシーが宜昌を経て四川に向かう。

同時期， 中国西南への進出も始まる。 77年 2月， ブルームトン

Broumtonとジャッドは反外国人感情が高い湖南から貴州に転じ，続いて

ジャッドは四川に向かった。重慶において合流したジャッドやニコルズ等は，

当地に伝道拠点を置く。同年7月，クラーク，エドワード・フィッシュ，ラ

ン夕、ールが貴州に入った。
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その後，マッカーシーは重慶を出発，貴介|を経て雲南に入札雲南を東よ

り横断しビルマに抜け，パーモを訪れている O その翌年， 1878年，重慶を

離れ四川西部とチベット高原の間にあったキャメロンも，四川を南下し雲南

を経て，パーモに到達している。これらパーモ「遠征」は，内地会がスティー

ブンソン，ソルトーらの北ビルマでの活動を依然として重視していること，

また，四川，貴州，雲南など，中国西南における状況把握に努めていたこと

を示している。

1880年，長くビルマ北部で足止めされていたスティーブンソンとソルトー

は，まず雲南西部の要衝である保山への遠征を試みている。そして，ついに

1881年，二人はパーモを発ち謡南を西から横断し，上海へ向かっているO

マッカーシー，キャメロンのパーモ紀行に加え，彼ら二人の「イラワジから

長江へ」の紀行文も， ~チャイナズ・ミリオンズ』に随時掲載されており，

読者の興味を誘っていた。

『チャイナズ・ミリオンJ創刊号における 9省に 18人の宣教師派遣の呼び

かけのように，数的な目標を定めて，宣教師を募る方法は，すでにラマーミュ

ア号乗船以来のスタイルであった。以後，このスタイルは， 70人の宣教師，

100人の宣教師募集へと続く。因みに 18人の宣教師は集まったといわれて

いる(スティーア， p.329)。実際に， ~チャイナズ・ミリオンズ』各年末の

報告によれば， 74年末における内地会宣教師は 22人であった (No.18，76 

年 12月)076年には既婚 16人，未婚 20人，計 36人に増加し(同上)， 77 

年8月には既婚 18人，未婚23人，計 41人 (No.30，77年 12月)，となっ

ている。

6) ゾミアの中心一一雲南とビルマ北部

中国における伝道は，それが加何なる宗教や思想、の領域であっても，それ

ぞれの地域の特殊事情を除けば，交通手段の有無に大きく左右される。どの
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ようなものであれ，近代以降中国に到来したものは，沿海地域から内陸へ，

長江や珠江など大河川を利用できる地域から，中小河川を経て，河川運輸に

頼れない地域へ，平坦な公路を利用できる地域からできない地域へと伝わっ

て行った。中関本ことと呼ばれる 18省のなかで，察爾はそのなかでもっとも

不便な地域であった。それゆえ，外国人宣教師の進出も他省に遅れることに

なったのはやむをえないことであった。

だが，雲南はインドシナ諸国に隣接しているという点において，また他省

とは別な地政学的な特徴を有していた。すなわち， ミャンマーやベトナムと

悶境安接しているという点において， 19世紀後半，次々に英仏両国の支配

下に置かれたインドシナ諸国からの影響を受けないわけにはいかなかった。

とくに，プロテスタント伝道という点においては， ミャンマー側からの影響

を無視できない。

中国伝道の進展以前に，プロテスタント伝道は， ミャンマーにおいて大き

な前進後獲得していた。米悶ノfプテイストたちの聞でカレン伝道に着手した

のはジョージ・ボードマン GeorgeBoardman夫妻であり， 1828年，最初

のカレン改宗者が出ている。だが，ボードマンは 1831年急死する。ジャド

ソンらは死亡したボードマンのカレン伝道の成果を引き継ぐべく 1831年か

ら35年の 4年間，ラングーンから Amherst(Kyaikkami)に移り住んで

そン，カレンに対し積極的な伝道奇行った。この移動は，仏教徒であるビル

マ族よりもアニミストであるカレン族の方に伝道の成果をあげる可能性が高

いことをジャドソンが認めたからにほかならなL、。アムハーストは，英領テ

ナセリムの中心モーラミャイン Mawlamyaingに近く，テナセリムにはモ

ン，カレンが多数住んでいたからである。第一次英緬戦争の結果，テナセリ

ムが英領に併合され，布教が容易になった。

パプテイストの伝道は，教会組織の分裂や伝道師の異端への転落を超え，

カレン諸族の聞に広がり，パオ族さらには， 1850年代にはカレン丘陵

(Karen Hills)に住む人々(カレンニ一族)，西部丘陵地帯に居住するチン
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族のー支アショチン(平地に住むチン族)に及んだ。 1860年代初， シャン

高原に入り， ビルマ最大の少数民族であるシャン族への伝道が始まる。

Moses Bixbyに続き，カッシングJ.N. Cussingがシャン族伝道に携わり，

シャン語辞番号作成した(1881)。第二次英緬戦争によって，下ビルマは英

領に併合されたとはいえ，コンパウン朝はマンダレーを中心としてビルマ北

部に支配を維持し続けていた。彼らが情勢に圧されイギリスとの関係改善を

希望したため， ビ、ルマ北部における宣教活動も徐々に進出した。 1867年，].

N.カッシングを含む使節団は，マンダレーにおいて王に謁見し，まず，シャ

ン高原における宣教が認められ， 1868年，カッシングはシャン高原に入る O

シャン州 Cstate)は，四分の三が仏教徒であり，アニミス卜が四分のーを

占めていた。仏教徒はほぼシャン族であり，アニミストのほとんどはヒルト

ライブであった。そしてーーその後の話になるが クリスチャンの大部分

が，アニミストからの帰依者であったといわれる CMcLeish，1920， p.46)。

シャン州に関しては，おそらくサルウィン川を遡って，南からカレン族伝

道師が進出し，カレン系諸族の間ですでに布教活動を開始していたと思われ

るが，カッシングを中心としたシャン伝道は，ゆっくりとしか進まなかった。

それは何よりもシャン高原の主要な住民であるシャン族の大半が，上ビ、ルマ・

下ビ、ルマのビルマ族と同様に，熱心な仏教徒であり，そこからの改宗は簡単

ではなかったからである(ゾミアにおけるアニミストと仏教徒の聞の境界は

一一我々の社会におけるのと同様に一一甚だ暖昧である)。また，他のゾミ

ア各地と同様に，西欧医療が届かないところにおいては，とりわけ宣教師の

健康を維持するのが難しく， もとより手薄な宣教師の戦力が，病気などで容

易に奪われたからでもあった(当時， シャン伝道の拠点はタウングー

Toungooに設けられていた)。

カッシング夫妻は最初の長期休暇(1874-76)の後， ビ、ルマ北部の町パー

モに向かう。カッシングはビ、ルマへの帰途の 1976年初め，立ち寄ったロン

ドンにおいて中国内地会本部のメンバーに会い，内地会の 4名のメンバーが
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すでにビルマ北部に入り，パーモに伝道拠点を設け雲南入りを目指していた

ところ，マーガリ一事件のあおりを受け，雲南へ入ることができず，足止め

を食らっていることを聞いていた。

マンダレーにおいて，五よりパーモ滞在の許可を得I 12月，パーモに到

着したカッシング夫妻は，内地会のメンバー，スティーブンソンとソルトー

らの歓迎を受ける。すでに，内地会の二人は，カチン族などパーモ周辺の諸

部族への伝道を始めており，その前途は有望に見えた。カッシングもまたイ

ラワジ川上流で，蒸気船が遡行できる最北部の町パーモに腰を据え，そこを

カチン，シャン両州の伝道拠点とすることを決意する。当時，カレン族出身

クリスチャンの中から育ってきた伝道師たちのなかに，他のヒルトライフ。へ

の布教を志すものも現れ，現地教会の支援を受けた彼らの一部は，徐々に北

方へ進出を開始していた。パーモにおいて，カッシングはそのようなカレン

族伝道師の協力も得ることが可能となった。

西欧出身の宣教師にとって，教義の理解という点においては，このような

現地出身の伝道師は頼りなかったかもしれない。 だが，現地出身の伝道師は

まず健康維持，体調管理の面において問題が少なく有利であった。さらに，

カレン，カチン，シャンなどゾミア諸族は往々にして複数言語使用者であり，

とくに伝道を志すものは多言語使用者である可能性が高かった(宣教師たち

ももちろん多言語使用者であった)。また，タイ系， ピルマ系諸族あるいは

ゾミア諸族のナッ(ナット〉に代表される精霊(悪霊)信仰に対しても，欧

米宣教師がゴーストとかデーモンといった認識で捉え，嫌悪を示すか，一切

を拒否するしかないのに対し，現地出身の伝道師たちはより柔軟に対処でき

たはずである。ゾミア諸族のアニミズム信仰こそが，その後，ゾミアにおけ

るプロテスタント信仰の拡大に寄与したことを考えれば，このことは重要だっ

たと思われる。

もっとも，スティーブンソンとソルトーは，パーモに拠点を設ける前に，

ビルマにおいてパプテイスト教会の宣教師団が，カレン旗 l万9千を改宗さ
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せたというニュースを聞き，大いに発奮しており，互いの積極的な取り組み，

パプテイストたちのカレン族伝道，内地会の奥地伝道は，相互によい刺激を

もたらしていた。それゆえ，パーモにおいて内地会メンバーがパプテイスト

に示した好意は，その後のパプテイストと内地会の協力関係に少なからず貢

献したといえる。

1881年，スティーブンソンとソルトーは，パーモをたち雲南を西から横

断し，長江をへて上海の内地会本部に赴く。パーモの内地会伝道所はおそら

く雲南人伝道のために残された(1915年撤去)が，カチン族など二人が手

掛けた伝道事業は，パプテイストに委ねられる。カッシングは，その後も永

く，二人の友情を忘れなかったと言われる O

米国パプテイスト派によるカレン，シャン，カチンなどビルマにおける有

力な少数民族， ヒルトライブへの宣教が徐々に試みられるなかで，西部丘陵

に住むチン族に対する宣教は 90年代以後ょうやく本格的に始められ， 20世

紀に中棄には，改宗者はその過半を占めるようになる(現在 85%以上〉。ま

た，カチン族ともに， ビ、ルマ北部から雲南へかけて居住するリス族に対して

は，ガイズ GeorgeGeisによって 1898年から伝道が始まっており，カチン

伝道と同じく 20世紀に成果を生むことになる。

さらに，インド国境には首狩り族として知られる勇猛なナガ族が住んでい

る。ナガ族の居住地域はピルマ北部の伝道拠点であるパーモやミッチーナか

らもあまりにも遠く，多くの障害があったため，伝道は困難とみられていた。

だが，ナガ族へのアプローチは意外なところから始まっている。 1834年，

アッサムの英国植民地官吏からビ、ルマのパプテイスト伝道団に，アッサムの

異教徒改宗のため宣教師を派遣してほしいとの依頼がきた。アッサムは 13

世紀中葉以来，タイ系アホーム族の王朝が続いてきたが， 1817年， ビ、ルマ

のアッサム侵攻によって征服される。その後第一次英緬戦争が発生，ピルマ

が敗れたことにより，英領となる。なお，アッサムではアホーム語は 19世

紀には使われなくなっており，印欧語族のアッサム語にとって代わられたと
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いわれている。イギリス人官更は，現地の混乱を平定するための一助として，

反抗しがちな諸部族のキリスト教への改宗を望んだのであろう。ではなぜ，

ケアリー(1761-1834)を継ぐブリティッシュ・パプテイストではなく， ビ

ルマのアメリカン・パプテイストにアッサム伝道を依頼したのであろうか。

おそらく，アッサムはもともとビ、ルマなど東南アジアとの結びつきが強く，

チベット系・ピルマ系・タイ系のヒルトライブが多く居住していたこと，そ

して米国人宣教師がすでにカレン族などヒルトライブへの働きかけに成功し

ていたこと，などが理由としてあげられよう。また，当初よりインド支配の

支柱である東インド会社とは独立して伝道を進め，デンマーク領(セランポー

ル)を拠点に伝道活動を続けていたケアリーの伝道団をアッサムには入れた

くなかった，という事情もありそうである。

1836年，伝道団はビルマに来てまもないネイサン・ブラウン Nathan

Brown (1807-1886)を派遣する。アッサムの中心サディアに着いたブラウ

ンは，その後 53年に病気でアメリカに戻るまで 17年間アッサムに滞在し，

アッサム語新約聖書を完成させた(米国に戻ったブラウンは奴隷解放運動に

参加した。 1873年，今度は日本に派遣され，横浜に日本で二番目のプロテ

スタント教会「横浜第一パプテイスト教会Jを設立した。 1880年， 日本で

の最初の全訳新約聖書を完成出版している)。

アッサム伝道は，アッサム人のほか，ガロ丘陵のガロ Garo(チベット・

ビルマ語系)， Munda (オーストロアジア語系)，カチン， Mikir CKarbis， 

チベット・ビ、ルマ語系)などに対し伝道が行われた。だが，アッサム伝道に

おいてもっとも成果をあげたのは，勇猛な首狩り族として知られたナガ族へ

の伝道であった。ナガ族への伝道は 1870年代に始まる o E. W.クラーク夫

妻は，アッサム人クリスチャンとともにナガ丘陵に入り，ナガ伝道に着手す

る。最初のパプテイスト教会は 72年につくられていあ。ナガ族の改宗は迅

速に進み，現在ではその 90%がクリスチャンである。

なお， ビ、ルマが英領インドの一部であったにもかかわらず，英国国教会が
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ビルマに貫教師を送ったのは，第二次ビ、ルマ戦争(1852年〉により英闘が

下ビ、ルマを支配下に置いた後の 1859年のととであり，その後の宣教活動も

パプテイストに比べ低調で、あった (Purser，1911)。

7) 70人の宣教師，ケンブリッジ・セブン， 100人の宣教師

1875年『チャイナズ・ミリオンズ」発行以後の，とくに中国内地会の積

極的な「大遠征」と未知の諸省への宣教師派遣の呼びかけ，そしてその呼び

かけに応える宜教師の来華は，内地会の新たな活力を示すものであり，内地

会が新たな発展期に入りつつあることを予感させるものであった。前述した

ように，内地会の内地とは必ずしも中国奥地を意味するものではなかった。

福音が未到達の中国内地は，沿海諸省にさえ多々存在していた。

だが，揃江省の場合のように，沿海地域にして上海や杭州のような大都市

からも近く，徐々にではあるが宣教師の伝道に応え改宗するものが多く，か

つ，内地会以外にもパプテイスト派，長老派，国教会なと、主要教派が揃って

伝道活動を開始し，それぞれ地方都市にも進出する状況では，内地会がその

主要な伝道地域を，漸江省の未到達地区にではなく，他省の， しかも他の教

派が伝道対象にしないような場所に求めようとするのは理にかなっており，

正しい選択であった。

内地会の奥地伝道に閲して，他国体の宣教師から「若くて未経験な宣教師

に長旅をさせて中国奥地に遣わしている」との批判があがっていた(スティー

ア， p.330)。たしかに犠牲も出た。エドワード・フィッシュ，ウィリアム・

マッカーシーなど，遠征の途中もしくはbl的地に到着後まもなく病死するも

のが出たのも事実であった。当時(1875年前後)の内地会は，宣教師総数

が20数人から 40数人に増える時期であったが，それでも数人の病死は大き

な打撃であった。

これらの「大遠征」は賭けであり，テーラーはきわどいところで勝利した
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といえる。だが，テーラーはそれを自分の勝利ではなく，神の勝利とした。

神がその事業を求めているがゆえに神が差配し事業は成就したのであった。

しかし，現実には伝道団体は幾つも存在した。 1877年 5月，上海におい

て中閣の会震教聞体の総、会(合同会議〉が行われた。スティーアは，当時中

国には，様々な団体からなる 500人の宣教師が存在していた，と記述してい

る(前掲書， p.330)。それらはいずれもイギリス，アメリカなどの篤志家

の支援を受け，熱い志と堅い覚悟をもった青年たちを宣教師として受け入れ

る点において，広い意味での競合状態にあったことは間違いないであろう。

もし，事業が失敗するならば，揚州教案の後のように，ぞれらの支持や共感

を失うことになる。逆に，事業の成就は，その競争において，内地会を優位

に導くものであった。

奥地大遠征とともに，内地会に新たな試練をもたらしたものは，山西の大

飢鐘と救済活動であった。 1877-78年，華北はひどい飢鐘に見舞われる。 77

年秋，山西全体，麗隷，河南，陳西の大部分において収穫が失敗に終わった。

人々は，木の皮，家畜まで食べ飢えをしのがなければならなかった。事態は

78年になっても変らなかった。カトリック，プロテスタントぞ含め，クリ

スチャンによる救済活動が開始され， 77年 12月には英国パプテイスト派の

ティモシー・リチヤード TimothyRichard (1845-1919)が大原府に赴き

孤児救済に着手した。「大遺征J以来，武漢・山西聞を往来していたジェー

ムズとターナーは 76年，すでに道中で見聞した飢餓の様子を内地会に報告

しており，その窮状はハドソン・テーラ一等の知るところであり，イギリス

において山西救済への呼びかけが始まっていた。 78年，ターナ一等は義摘

金を山西に届け， 10月には，テーラ一夫人(ジェニー・フォールディング)

が夫に代って女子チームを率いて大原に着泰，主に孤児救済に当っている

(テーラ一夫人は翌年春まで山西に滞在している)071年にハドソン・テー

ラーと結婚したジェニーは二人の聞に生まれた 2人の子供と，前夫人の遺児

(4人)の母親でもあった。親を失った華北の孤児たちを救済するためには
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女性の力が必要だとの考えがハドソン・テーラーにあり，おそらくジェニー

はその考えを受け入れ，若い女性宣教師を率いてイギリスを発ったのだと思

われる O 山西におけるクリスチャンの飢鐘救済事業は住民に強い印象を与え

たと思われる。さらに， 1883年， 内地会のショフィールド Harold

Schofield医師が山西において医療伝道を行う。だが， ショフィー/レドはわ

ずか半年後にチフスに感染し死亡するo 大きな犠牲を払いながら，山西にお

ける伝道は実を結んでいく。山西は，その後，華北における内地会伝道の拠

点となる。

1881年，最後に残された雲南へクラーク夫妻が宣教師として派遣され，

一応，内陸 18省のそれぞれに，少なくとも l人以上の宜教師が存在するこ

とになり，未到達の省はなくなった。だが，それは，単に省都や第二の都市

に宣教師が l人， もしくは l組居るということしか意味しなかった。伝道拠

点を設けても，伝道が自動的に進むわけでもなかった。実際には，彼らに課

された責務は大きく，組織はまだまだ拡大する必要があった。

当時，内地会は 96人の宣教師が 70の伝道所で，約百人の中国人同道者と

ともに働いていた。そこから，テーラーは，再度， r賭け」に出る。テーラー

は， ~チャイナズ・ミリオンズ」を中心に， 70人の宣教師派遣を呼びかける

ことになる。内地会は欧米の市民に直接献金を要請したり， (ハドソン・テー

ラーの)講演会などで献金を集めたりせず， しかも借金をしない方針を貫き，

純粋に自発的な献金だけに依拠していたので，いつも資金は欠乏状態にあっ

た。当然，宣伝費をかけるとともできず，よい報酬や待遇で若者たちを引き

付けるということも不日j能であった。それでも， 82年 11人， 83年 20人，

84人 46人と三年間に 70人を超える青年たちがロンドン本部を通して中国

に宣教師として派遣された。

それについては，中国にいる内地会所属の 77名の宣教師が署名した訴え

の手紙が，それぞれの母教会に送られたということが反響安呼んだかもしれ
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ない。またテーラーが 83年3月から 85年 1月まで英国に滞在し，各地で中

国伝道について講演したことも， 70人の宣教師派遣実現を後押ししたかも

しれなL、。 また，次第に組織だってきたブルームホール Broomhallなどロ

ンドン本部の広報活動が効果的であったことも大きな要因であったと思われ

る。だが，おそらくそれら以上に， ~チャイナズ・ミリオンJ 誌上に掲載さ

れたマッカーシーの武漢からパーモへの陸路踏破やスティーブンソンとソル

トーによるパーモから長江への，そして t海への大旅行に代表されるような，

内地会の男女宣教師による奥地探査とその後の奥地伝道の着手が，読者であ

る英国市民に，そしておそらく米国市民にも，大きな感動をもって語られる

ようになったことが，一番大きな要因として挙げられるのではないかと考え

られる。

そして，そのような感動が実際に存在したことは， 1885年の「ケンブリッ

ジ・セブン」の誕生のなかに，容易に見ることができる O ケンブリッジ・セ

ブンとは， C・T・スタッド，スタンレー・スミス，モンタギュー・ポーチャ

ンプ，セシル・ポルヒル・ターナー，アーサー・ボルヒル・ターナー，ウィ

リアム・キャスルズ，ディクソン・ホストの 7人であり，ホスト以外はみな

ケンブリッジで学んでおり(ホストも兄がケンブリッジ大学出身であり，彼

もその宗教サークルに出入りレていたことがあった)， 85年 2月にロンドン

を発ち中闘に向かった上流階級出身の 7人の若き宣教師たちであった。この

セブンのなかで，スタッドは，とくによく知られたクリケット選手であり，

いわばスポーツのスターであった。また，スタンレー・スミスは，元トリニ

ティー・カレッジのボート部のキャプテンであった。それぞれがエリートで

あり，かっ将来を嘱望された若者たちであった。たとえば， 1902年以降，

テーラーを継ぎ内地会監督 (generaldirector)となるホストは元帥の子息

であり，王立軍人アカデミーの出身，そして現役将校であった(スティーア，

p.353)。

なぜ，輝かしい将来を約束された若者たちが，多くのものを捨てて，見知
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らぬ極東の土地に向かうのか，あるいは，なぜ，上流階級の若者たちが，大

きな教派をパックボーンとした伝道団体ではなし小さな伝道団体であり，

宣教師たちに僅かな待遇しか与えることができない中国内地会を選んだのか，

多くの人々の関心安呼ぶことになった。中国への出発前の，彼らのために準

備された幾つかの歓送会はみな盛況であり，各紙によるその報道は，内地会

の名前を世に知らしめることになった。また，英米の大学生の聞で‘宣教師へ

の志願者を増加させる大きな契機となった。

では，何故他の伝道団体ではなく，中国内地会であったのか，ということ

については，キャスルズの例が一番よく理解し得る。彼はすでに按手礼を受

けた英国国教会の牧師であったが，国教会系の伝道団体 CMS(Church 

Missionary Society) に中国奥地に入る計画がないことを知って，内地会

への参加を決めたのだった。 1875年以後，内地会が敢行した奥地遠征が如

何に影響を与えたのかが理解できょう。

また，キャスルズは，当然ではあるが，自己の教派との関係を維持したま

ま内地会に参加したが，これをテーラーは内地会と国教会との良好な関係を

築くための機会だと考えていたと思われる。 80年代以降，内地会は海外伝

道に慣れない小さな伝道団体と協力関係を結び，それらの協力団体は内地会

の一員として，その伝道事業に参加することになった。たとえば，聖書キリ

スト者教会 BibleChristian Churchのサミュエル・ポラード Samuel

Pol1ardの場合も，すでに按手札を受けた聖職者であった。ポラードたちは

雲南に配置されたが，テーラー等は小さな伝道団体の宣教師が内地会の一員

として伝道に従事することは，内地会にとっても，協力団体にとっても，利

益があると考えていた。だが，国教会は組織だった位階機構を持つ大きな教

派であった。小さな教会や伝道団体との関係とは，問題は別だと思われる。

スティーアによれば，内地会の一員として山西北部で伝道に従事していた

キャスルズを四川東部に派遣し，内地会の他の国教会メンバーとともに，そ

こに国教会の教区安築こうと考えたのは，テーラー自身であったとされてい
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る。 1895年，国教会は華西教区を設立しキャスルズを国教会華西教区の主

教 bishopに任命している。すなわち，四川東部の内地会は同時に国教会で

もあるという，両胤の関係になったと考えられる O また，キャスルズは，国

教会の主教としての身分を保持しながら，内地会の一員として内地会の理事

会ともいうべき中国委員会のメンバーともなっている。そのような例はほか

にもあるといわれる(亦文， 2014)。それらは超教派の内地会であったから

可能であったことであった。

実際には，内地会においては，同じ地域で伝道に従事する宣教師たちはな

るべく同じ教派出身を配置するという暗黙の方針があったといわれる。内地

会において，教会儀礼などは個々の教派の流儀で行ってよいとされていた。

これは，内地会が既存の教派に対抗して結成された新たな教派と思われない

ための基本方針であった。それゆえ，異なった教派出身の宣教師が協力し合っ

て教会建設を行う場合，その違いが微妙な見解の違いとなって五いの協力を

阻む可能性があった。また，異なった教派出身の宣教師が地区や教会を引き

継ぐ場合，儀礼や用語の変更は，現地信者に混乱をもたらすIIf能性が大きかっ

たと思われる。それゆえの方針であった。たとえば，雲南はメソディスト系

を配置したといわれる。サミュエル・ポラードもメソディスト系であり，後

に模北にj西普山 Sapushan教会を建設するニコルズ、もメソディストであっ

た。 20世紀に入ってからのことであるが，損西リス族伝道で知られるフレー

ザーもメソディストであった。ただ，後の，フレーザーを慕って雲南への配

置を希望したイゾベル・クーン(カナダ長老派)のような若者たちは，メソ

ディストではなかった。

1885年初め，ケンブリッジ・セブンの来撃に先行し， j二海に戻る前から，

テーラーはロンドン本部との間で，中国内地会の現地における宣教師組織を

どうっくりあげるかについて，議論していた。内地会の宣教師は 85年末に

は 150人をはるかに超えており，かっ中国本土 18省すべてに分散しつつ宣

教師たちが伝道に従事しており，テーラ一一人で個々の問題に対処するには
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無理があった。そこで，まず， 10人の監督superintendantが地域ごとに，

若い宣教師および中国人伝道師を指導しつつ，それぞれ伝道活動を進めると

とにした。さらに，あまりにも多忙なテーラーを助けるために，スティーブ

ンソンを DeputyDirectorに選出した (86年 3月)。そして，テーラー以下

これらの人々が中国委員会ChinaCouncilを構成することになる。

最初の中国委員会は 86年 11月安慶で開催された。そこにおいて，スティー

ブンソンは，おそらく大いにはりきったせいであろうか， 87年中に百人の

宣教師の来華を実現すると提案し，当初はあまりにも冒険的な事業案だと考

えていたテーラーや他の委員たちの了承を得る。結局， 87年末までに， 102 

名の宣教師が来華する。内 2名は協力団体のメンバーであった。このことは，

おそらく，ケンブリッジ・セブン以後の，英国における内地会の影響力の大

きさを示しているように思われる。貧しい小さな伝道団体であった内地会が，

中国最大のプロテスタント・ミッションに発展していくプロセスがすでに始

まっていた。そう言えるであろう。

8) 内地会構成の拡延

1888年夏，ハドソン・テーラーは初めてアメリカを訪れた。内地会の声

望を知り，アメリカに何とか内地会の支部をつくりたいと考えていたアメリ

カ人たち，へンリー・フロスト HenryFrost等の招きに応じたものであっ

たが，当初，テーラーたちは，そのような提案に否定的であった。アメリカ

人自身がアメリカの地に根づいた超教派の宣教団体をつくるべきだと考えて

いたからであった。アメリカからは，アヘン戦争(南京条約)以前からすで

に中国に宣教師が派遣されていた。時期は前後するが，会衆派，長老派，パ

プテイスト派，メソディスト派など大きな教派は各々伝道団体を設立し，中

国に向け宣教師を派遣していた。だが，新興の自由な国アメリカのプロテス

タントには，様々な理由から，超教派の伝道団体，中国内地会の支部をアメ
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リカに作りたいと願う理由が存在した。著名な大衆伝道者であり， 1886年

シカゴに聖書学院を設立したムーディー DwightLyman Moody (1837-

1899)は，テーラーへのアメリカ招待に積極的に関与しており，彼もまた，

内地会支部の設立を願っていた(題審学院の実際の開校は 1889年であっ

た)11)0 1888年 10月，内地会の一員として北米最初の宣教師の一団が中国

に向けてパンクーパーから出港した。内地会北米支部の成立はその翌年であっ

fこ。

北米よりやや遅れて，英国植民地であったオーストラリア・ニュージーラ

ンドにおいても，中悶伝道への関心が高まり， 1891年 11月，ハドソン・テー

ラーをメルボルンに招いた(内地会オーストリア委員会の発足は同年5月で

ある)。テーラーの呼びかけにより，同年末，オーストラリアからの宣教師

第一聞が内地会のメンバーとして中国に派遣される。

おそらく，北米とは異なり，オーストラリア・ニュージーランドのクリス

チャンにとって，教派であれ，教会であれ，中国伝遣を単独で行うことは荷

がかちすぎていたのかもしれない。北米に比べ，中国に近いということだけ

が優位点であったろう。オーストラリア・ニュージーランドは，北米とは人

口規模が違うほか，独立国か植民地かという点も重要であった。民間団体に

おける財政能力，海外経験，とくにアジア経験の有無も，重要なファクター

であった。個々の教派や教会がたとえ少数の貫教師を中国にiまったとしても，

彼らが比較的安全に，かつ宣教の見込みがある地域で活動できるかどうか，

まったく覚束なかった。たとえば，メンパーの急病や伝染病の蔓延，女性メ

ンバーの出産への対処，あるいは小さな低道団が土匪に襲われたり，反洋教

暴動に巻き込まれた時，いかに対応するのか，またあるいは，近くで農民暴

動がおきた時，何時，どのようにして，大都市もしくは沿海地域に逃れるの

か，彼らが不在の間，現地の信者たちは知何に信仰を守るのか，それらの可

否は，宣教師グループの経験の有無，情報網の具備などに大きく依存してお

り，小さな集団では如何ともしがたかった。そこから，経験ある内地会のメ
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ンパーとして中国伝道に参与したいと考えるのは，むしろ当然であったとい

える。

同じ事情は，独立国とはいえ，海外経験，とくに中国経験のないこと，人

口規模が小さいことはスカンジナビア諦閣のクリスチャンについても雷える

ことであった。中国はあまりにも遠すぎたのである。それでも，中国伝道熱

の高まりから，内地会との提携を考える人々が出現するo 1889年，テーラー

はスウェーデン人ホルムグレンの案内で，スウェーデン，デンマークを訪れ，

中国伝道の必要性を説いている。

さらに見逃せないのは，アメリカ在住の北欧移民の存在であった。ムーディー

の協力者でもあるフランソン白liRev. F. Fransonはスウェーデン出身であっ

た。彼は米国の北欧系市民に中国伝道への支援を呼び掛けるとともに，北欧

およびドイツを遊説し，各地でテーラーのパンフレットを配り，中国伝道の

必要性を力説した。その結果，シカゴを本音Ilとする北欧系移民による伝道間

体スカンジナビア・アライアンス・ミッシ罰ンが結成され，さらにスウェー

デンやドイツなどにおいて，中国伝道を目指す団体が設立され，内地会との

聞に協定が結ばれ，中国に向けた宣教師派遣が始まっている。

1889年末の，ハドソン・テーラーのデンマーク，スウェーデン訪問は中

国における内地会とスウェーデン・ミッションとの協力関係をさらに緊密に

するために行われたものであるが，ストックホルムでは王妃ソフィアの慰労

を受けている。

このような協力団体の伝道荷動に対し内地会は種々の便宜をはかつている。

1894年夏，周家口(河南)，西安，平陽府(山西)を訪れたテーラーは，そ

れぞれ現地内地会のリーダーと協議し，北欧からの宣教師団のために伝道地

区を分け，それぞれ割愛する決定を行なっている。スカンジナビアから来た

宣教師に対する批判のなかで， r保護者のいない 20人の独身女性」が，男性

宣教師の助けもなく，危険な状態に置かれているとの上海のドイツ系新聞の

非難があった。そのような事態を改善すべく内地会が調整を行った(スティー
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ア， pp.414-416)ものだが，そのような調整を行うためにも，やはりテー

ラーが自ら出向いて 当時は汽車がなく，徒歩で目的地に赴き一一調整に

当たらなければならなかった。そこがやはり大組織に変貌したとはいえ，い

まだテーラーの内地会であった1九

内地会の協力団体ゅは最終的に 19日年の段階で， 11団体，そのメンバー

は282名を数えることになる (Broornhall，1915: p. 357)。

これらの協力団体には，内地会の一翼として，それぞれの伝道地区を割り

当てられるが，その地区内での伝道は自治的に (autonornous)実践する。

もちろん，人事や財政はそれぞれ独自に行う。だが，これらの協力団体にとっ

て，まず，中国到着後，安慶(男性)・揚州(女性)の語学学校において中

国語を学びつつ，中国伝道において必要な知識・技術を習得することができ

た。その後，それぞれ怯道地区に配属されることになるが，そこでは内地会

の情報網を通じて，様々な事態に対処することができた。

9) 中国西南伝道の開始

すでに述べたように，内地会の雲南進出の試みは， 1875年に始まる。だ

が，当時，ハドソン・テーラーなど内地会指導者が，スティーブンソンとソ

ルトーの雲南遠征後，ただちに雲南伝道に着手するつもりであったかどうか，

不明の部分が大きL、。ましてや，漢族ではなく， ヒルトライブへの伝道など

はまったく考慮、の外であったで‘あろう。ジャドソンたち，米国パプテイスト

のビルマ伝道においても，当初ビルマ族しか念頭においていなかったように，

内地会のリーダーたちにとっても漢族こそ伝道の対象であった。

1877年2月，ジャッドとブルームトン Brourntonは湖南から貴州に入り，

ジャッドがそこから四川に足を伸ばし，ブルームトンが貴陽に残った。続い

て7月， G・クラーク G.Clarke，ランダーjレLandale，フィッシュ Edward

Fisheが湖南から貴州に入札貴陽に到着する。クラークとフィッシュはさ
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らに南に向い広西に入り感触を確かめた後貴陽に戻る。だが，まもなく，ク

ラークとフィッシュが高熱在・発し，結局フィ vシコは病死する (9月 6日)。

その後クラークは漢口から重慶へ転じ，最終的に一人ブルームトンが貴陽に

居を構え，伝道ぞ継続しつつ，時折往来する宣教師ぞ待つことになった。

1879年秋，新婚の 2組の夫婦， G・クラークおよびニコル Nicoll夫妻は，

長江を遡り漢口から薫慶に向かう。 1880年，重慶において春節を迎えた後，

ニコル夫妻を重慶に残し，クラーク夫妻は貴陽に向かう。貴州にはさらに，

ウィリアム・マッカーシ一夫人とキッド JaneKidd，ブルームトン夫人とカー

C. M. Kerrが，いずれも湖南側から貴陽に到着した。マッカーシ一夫人は，

79年春，夫であるウィリアム・マッカーシーとともに米推しており，貴陽

そして広西に派遣されるはずであった。だが，武昌の暑い夏のさなか，ウィ

リアムを熱病で失っていた。

少しずつではあるがメンバーが補強されつつあることを受け，クラーク夫

妻は 81年 6月雲南に向かい， 7月大理に入った。雲南には，前年，ようや

く宣教師が派遣されていた。だが，常駐とはならず，常駐の宣教師はクラー

ク夫妻が最初であった。クラーク夫妻は，貴陽で生まれたばかりの子供を失っ

ていた。夫妻の雲南への転出には，とくに夫人のショックを和らげようとす

る配慮もあったのだと思われる。だが，大理では伝道所に適した住居を借り

ることも難しく，カトリック側の妨害もあり，貫教はままならなかった。や

むなく， 82年，イーソンとアンドリューが昆明に伝道所を開設したのをきっ

かけに，三人は昆明に移ったが事態は変わらなかった。あるいは昆明におけ

るプロテスタントに対する反感は大理よりも強いといってもよかった。やむ

をえず， 83年，二人は大理に戻らざるをえなかった。孤独に苛まれていた

クラーク夫人は 83年 10月，生まれてまもない男子を残し死去する。

上記のごとく，中圏西南における伝道はなかなか成果が上がらなかった。

というより，伝道拠点の運営自体なかなか思うようにいかなかった。大理，
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昆明など雲南の都市およびパーそなどピルマ北部の都市は，今日から考えれ

ば，気候も温暖で，外国人にとっても暮らしやすく，かっ内陸交通の要地で

もあり，その他の中国内陸都市やインドシナ諸都市に比べ，伝道拠点、として

は相応しかったはずであった。だが，近代的な海外伝道の開始にあたって，

重要なのは医療衛生環境が整っているかどうかであり，整っていない場合，

宣教師およびその家族の死亡率が高く，死に至らなくとも，病気療養のため

やむをえず帰国を迫られる場合も多かった。

また，無視できないのは宣教師の結婚であった。若い宣教師が伴侶を求め

て，あるいは若い女性貫教師の場合は，伴侶となって他の地域に転出する可

能性があった(内地会において女性宣教師は中国赴任後 2年間結婚を禁止さ

れていた〉。特に内地会の場合，宣教師の妻は宣教師でもあった。貫教師の

委は重要な戦力であったので，産採などで宣教師の委が死亡することは，大

きな戦力喪失であった。

先穂の G.W.クラーク夫人の死は，孤独に耐えかね， うつ病に陥った可

能性がある。あるいは，彼女がスイス人であったということも，彼女の孤立

をより深めたのかもしれない。 1880年前後の内地会は，メンバーのほとん

どは英国(イングランド，スコットランド等を含めた)出身であった。中国

奥地では，宣教師は l省に 1人または l組，あるいはせいぜい数人であり，

誰かが巡回伝道に出た場合，巡回に出る者も伝道所に残る者もともに孤立す

る可能性がある。また，現地の入信希望者に固まれた場合，あるいは多数の

信者を獲得した場合ですら，居宅に四六時中押しかけられ，翻弄され，プラ

イベートな空間や時間すら保持しえなくなれば，かえって孤立感が増すこと

になる。

個人差はあれ，当時，四川，貴州，雲南はあまりにも速く，貫教師は，た

とえ，夫婦であっても，孤立感に悩まなければならなかった。同じ奥地でも，

重慶や宜賓といった長江沿岸の都市はまだ武漢や上海へのアクセスに恵まれ

ていたが，貴州・雲南などの諸都市は，重慶や宜賓からさらに速く，長く陸
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路しかも多くは山路を辿らなければならない僻遠の地であった。

貴州や雲南など中国西南における宣教の難しさについては，さらに士大夫

層の圧力と，カトリックの存在も無視できない。だが，それらが雲南や貴州|

の漢族への伝道に対する閉止力として決定的であったかどうかわからない。

1880年代から 90年代にかけて，雲南伝道は不振が続いた。それに比し四

川は，比較的展望があるとされた。 1870年代後半，雲南に関わりをもった

マッカーシー，スティープンソン，ソルトーなどが雲南に良い印象を抱いて

いたのに関わらず，彼らの期待はすぐには実らなかった。スティーブンソン

やソルトーがカチン族に感じたように， ヒルトライブに焦点を当てて伝道を

行えば成果があがったかもしれなかった CGuinness，1894: p. 199)。だが，

内地会本部は慎重であった。ハドソン・テーラーは，中国西南においても伝

道は漢族伝道であるべきだと考えていた。おそらく，漢族支配層の理解(せ

めて黙許)を得ない前に， ヒルトライブ伝道に重点を転換すれば，余計な疑

いを招くことを恐れていた。 1890年代中葉に貴州内地会のジョン・アダム

がテーラーへの報告のなかで， ヒルトライブ伝道の許しを求めたおり，テー

ラーは現地内地会が漢族伝道も併せて熱心に行うよう求めている。

テーラーは，天津条約(1858)，芝宋条約(1876年〕以降の外交関係のな

かで，清朝政府に布教活動の自由は認めさせたとしても，地方ごとに事情が

違い，地方支配層(地方政府および郷紳層)の妨害を一一陰に陽に一一受け

た場合，漢族伝道もヒルトライブ伝道も，うまくいかなくなることを理解し

ていた。現に，外国人排斥運動は外国人宣教師および彼らに従った中国人ク

リスチャンに向けて勃発する仇教運動の形をとることが多かった。たとえ西

欧列強政府が仇教運動を口実に清朝を脅し，大きな譲歩を引き出すことが多

かったとしても，仇教運動が勃発すれば，現地の買教師および信者が人的お

よび物的被害を蒙るほか，現地の信仰生活は委縮し，たとえ仇教運動が弾圧

され，教会および信者の被害が弁償されたとして(内地会はそのような弁償

を求めないスタイルを貫いていた〉も，仇教運動がもたらした現地における
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外国人に対する憎悪と敵意，信者と非信者の対立の深まりは，その後の布教

活動に悪い影響が残る可能性があった。それゆえ，仇教運動の勃発は避けな

ければならなかった。

中国西南におけるヒルトライフゃへの継続的な伝道は，やはり貴州内地会に

おいて開始された。最初に試みられたのは，貴州東南部のヒルトライブの雄，

黒苗への伝道であった 0896年)。だが，黒苗への伝道は地元(芳海)の漢

族支配層の激しい妨害に遭い， 1898年，宣教師フレミング(オーストラリ

ア人)および黒苗の伝道者(潜秀山)を地元漢族の襲撃によって失う結果と

なった。その後，黒商伝道が振るわなくなったことをみれば，それは貴州内

地会にとって痛恨の極みであったに違いない。

1890年，上海で挙行されたプロテスタント宣教師総会(連合宣教師会議)

において，議長 chairmanハドソン・テーラーは， 5年聞に千人の宣教師が

中国に派遣されるように世界のプロテスタントに向かつて呼びかけた。

19世紀末，清朝の支配が後退し続け，王朝の衰退は顕著であった。清仏

戦争， 日清戦争など，相次ぐ帝国主義列強の挑戦に対し，老大国は一歩一歩

後退していった。だが， 19世紀末は近代のただなかにあった。征服王朝で

ある満清政権の後退は，一方では主要民族である漢族にとって民族独立のチャ

ンスであるとともに民族の屈辱でもあった。比類なき帝国の敗北は，徐々に

民衆のなかに屈辱感を柄え付けていった。ハドソン・テーラ一等が喜びをもっ

て推し進めた宣教師の増加，中国人キリスト教徒の増加は，この屈辱のなか

の出来事と受け止められることになる。

プロテスタント各派にとって， 1890年代，とくにその前半は，明るさに

満ちていたと思われる。それは奇妙な明るさだった。光緒帝が親政を開始し，

戊成の変法が施行された 98年までは，明るさは続いていたようにみえる。

だが，王朝末期の中国社会内部から押し出されたマグマは，一度噴出するや，

一切を荒々しく押し流してしまう。そこには進歩も退歩もなかった。
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天上天国(中国〉の西南の一角，雲貴高原の両省，雲南と貴州では， もは

やかつてのような餐族=回族や苗族の大反乱のような， ヒルトライブの海身

を傾けた大きな反抗は起きなかった。漢族の支配に揺らぎはなかった。だが，

ゾミア諸族は従来どおり自らのアイデンティティを保つべくそれぞれ生き残

る道を探っていた。彼らの前には依然として二つの道が残されていた。一つ

は，主要民族の文化や価値観を受け入れる熟蕃の道であり，その道を選べば

ゾミアの民ではなくなる可能性があった。もう一つは，それを頑なに拒む生

蕃の道である。だが， 19世紀以降，カレン族がまっさきに示したようにも

う一つの道が生じた叫。すなわち，西欧列強に後押しされたキリスト教を受

容する道である。そして，それは主に生蕃に聞かれた道であったω。

《注}

1) 筆者はクリスチャンではない。また，筆者がこの十数年実践してきたのは，

「歴史としてのマルクス主義J研究である。いうならば，築者は Marxianであ

り，そのようなものが，このようなプロテスタント伝道史に関する一文を書く理

由について，あらかじめ説明しておきたい。

2003年から 2005年にかけ，筆者は在外研究の機会を得て，雲南省(およびタ

イ・ベトナムなどインドシナ北部)に二年間滞在した。二年間の雲南滞在におい

て，他の雲南滞在者と同じように，雲南という社会が一般の中国社会とはかなり

異なる，きわめて興味深い社会であることを感じることになった。まず，雲南漢

族は我々が知る漢族とは違う。雲南経験のない人に，このような感覚をどのよう

に伝えたらよいのか正直迷うところだが，その核心は，他の漢族とは異なる日常

の触れあいのなかの「当りの柔らかさ」とでも形容しうるものである。このよう

な雲南人の性格は，我々日本人ばかりでなく，他の欧米系，東南アジア系の外国

人も感じているようであった。それは，漢族と少数民族(ヒルトライブ)の中間

的な性格を持っている。それゆえ，雲南では，たとえ昆明や大理のような都市に

おいても，足元を掬われないように常日頃から用心する必要もなく，低信頼社会

において日々生じるところの種々の理不尽さと毎日闘い続ける必要もない。

このような雲南人の性格，そして彼らが構成する雲南社会の性格を社会科学な

り人文科学の述作としてどのように記述すればよいのか， もしこれを研究課題と

すれば途方もなく難しいものになるであろう。帰国後，筆者はエッセーなどを通

じて，雲南とその周辺社会の魅力を諮ってきたつもりである。だが，論文などの
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ような形でまとめることはなかった。 2010年前後に気賀海保規教授(当時)を

中心とする明治大学雲南ワークショップに参加したおり，自分のテーマとして雲

南近代キリスト教史を選んだのも，それがあるいは漢族とヒルトライブとの種々

の関わりのなかで生成した雲南社会理解の一助となると思われたからである。

本論文は. I雲南プロテスタント伝道史一一中国内地会長中心として」と題し

て書き始められたものであるが，記述が進むにつれ. 20世紀における雲南内地

会の伝道活動を理解するためには. 19世紀の中国内地会の歴史について概略で

はあるが理解しておく必要があること，そしてビルマ(ミャンマー〕における米

国バプテイスト派の伝道についてもある程度知っておかなければならないことを

感じ. 19世紀における両伝道会の歴史に限定してその大略を記述することにし

たものである。 20世紀に閲しては次稿において記述するつもりである。

両者の伝道地域の名称を“ゾミア"としたのは，一つにはインドシナ北部と中

国西南を総称する適切な名称がないためである。筆者の本来の立図は照葉樹林文

化地帯におけるプロテスタント伝道であったが，もしそれを使脱すればカレン族

等の熱帯ジャングルなどにおける活動が含まれなくなる。また，“ゾミア"を使

うことで. J. C .スコットのいうこの地域に固有な諸民族の独特な文化のあり

方，アイデンティティのあり方がプロテスタント伝道の歴史を通して，よりいっ

そう明らかになるように恩われ，非常に好便であったという理由も存在する。

いずれにせよ，本論文はキリスト教の教理に関するものではない。筆者の観点

は，むしろ社会主義，共産主義，無政府主義を含む，地上t::神の国をつくる歴史

的な諸運動一ーメシア主義および千年王国運動を含むーーなどの社会運動史の観

点に近いものである。ただ，社会運動史の観点は，サミュエル・ポラードの石門

次教会の建設などにおける，地域社会の急速な変化を述べる時には非常に有効で

あるが，アニミズムからキリスト教受容への，日常生活のなだらかな変化などに

関しては，別の観点・方法論が必要となる。それらについてはエドマンド・リー

チや J・C・スコット. E' P ・トムソン(~イングランド労働者階級の形成~)な

どから学んだつもりであるが，いささか心もとない結果となっており，他日を期

したL、。
2) 因みに，ビルマにおいて，ジャドソン，ウェード，メイソンなどパプテイスト

たちは. 1820年代以降，カレン語聖書の翻訳を行った(J839年完成)が，それ

はビ、ルマ文字を使ったものであった。

3) キリスト教が初めて裳南に到来したのは，元朝の時代だといわれている。それ

は，おそらく，ネストリウス教だったといわれている。だが，ネストリウス派は，

元末には，中国およびその周辺において，ほぼその勢力を失う。その後，雲南あ

るいはその周辺一一つまり西南中国一ーに宣教を行なったのはカトリックであっ

た。カトリックは滑代中葉の薙正帝の禁教令の後も，中国内地への伝道を諦める

ことはなく，継続的に宣教師そ侠西，四川，雲南に向けて派遣し続けている。こ
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のような状態で伝道に従事する以上，宣教師は当然中国風のみなりをしていたで

あろう。アへン戦争当時，雲南は 4，000人の信徒を擁していたといわれており，

雲南の全人口に占める割合からみると，おそらく 0.1%にも満たないとはいえ，

その数はけっして小さなものではなかった。

4) 1859年夏，租界地寧波において， ともに医療伝道を行っていたテーラーの友

人，ウィリアム・パーカーの妻がコレラで死に， 5人の子供が残された。スティー

アは「一八O七年のモリソン入国以来，三百人以上の男性中国宣教師のうち，四

十人以上が生命を失い，五十一人の妻が亡くなった」と述べている (p.199)。

この記述から，単に西洋医学に通じた医者がいる，あるいは病院があるだけでは，

十分とはいえなかったことがわかる。西欧文化の進出が著しい上海ですら.都市

の衛生環境は欧米都市に比べ劣悪であった。

5) 内地会の原則において，中国本部はロンドン本部よりも優位にあった。これは，

過去に属していた宣教凶体 (CEM)の活動のあり方の反省から，テーラーが導

きだした原則であった。本闘の委員会によってではなく，中凶現地の指導者によっ

て指導されなければならない，とテーラーは考えていた。だが，実際にその原則

がはっきりと姿を現したのは， 1890年代に，内地会における北米組織の比重が

増し，英国のみが本国ではなくなってからのことである。

6) 明治維新後，日本へ派遣されたアメリカ人宣教師のなかに，女性が含まれてお

り，ヨーロッパより，アメリカの伝道団体において，宣教師への女性の採用に，

より積極的であったように恩われる。

7) 民周期以後，中国人伝道師が増加したため，その一部は他地区に転じての宣教

活動を期待されたこともあったが，意外にも方言による差異が大きく，さらに宣

教師のようにその都度努力して宣教地区の言語を新たに習得することができず，

思うような効果を上げることができなかったといわれる。

8) 当時，プロテスタント各派は，江蘇，漸江，安徽，江西，山東，直隷(河北)，

湖北，福建，広東といった沿海部や長江流域の諸省に， 262人の宣教師を派遣し

ていた。その内， 36人が内地会の宣教師であった(亦文 i--八七五年之内地会J

雑誌『教合』総 33期， 2012年 l月)。

9) ギネス (Guinness，1894) は，スティーブンソンとソルトーが如何にカチン

族と交流し，かっ，カチン族が居住する高原を伝道しているうちに，如何に雲南

との国境に迫ったのかを詳しく記している。

10) 冷静に考えれば，この時期，このような「大遠征」が必要であったかどうか疑

問である。福音がいまだ届いていない地域への進出のためだけであったなら，沿

海諸省(広東・福建・新江・江蘇・山東・河北)に隣接する江西・安徽，あるい

は長江内陸部の中心である湖北(武漢三鎮)などを中心に，さらに徐々に隣接諸

省を目指すという穏歩漸進戦略でもよかったはずである。 75年当時，江西・安

徽・湖北はすでに宣教師が派遣されており，未到達の諸省ではなかった。現実に
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は「大遠征」はそのほとんどが武漢を起点としていたので，武撲を起点とした穏

歩漸進策もあったはずである。だが，実際に行われたのは甘粛を目指した陳西へ

の遠征，山西を目指した河南への遠征，貴1'1'1を目指した湖南遠征，そして同じく

チベット・貴州・雲南を目指した四川遠征であった。さらには.その雲南遠征は

どルマ北部へ，広西の道へと繋がっていた。そこまで考えると，テーラーが

1875年に幾つもの「大遠征」を企画したのは，単に未到達の諸省を目指すだけ

ではなく，大遠征がもたらす組織内外の波紋とその相互作用による，組織と運動

の賦活のためだと考えられる。

11) 講演に招かれた際におけるムーディーによる献金の呼び掛けに対し，ハドソン・

テーラーはやんわりと断っている。彼は講演会等で献金を集めることを望まなかっ

た。本来他の宣教団体に献金するつもりだったお金を，内地会が受け取ることは，

その宣教団体の活動受妨げることになるがゆえに(スティーア. p恥 380)。

12) ここで中圏内地会の組織問題に触れることはできないが，スティーアは. 1880 

年代から 90年代初めにかけての，ロンドン委員会と中国委員会の矛盾や組踊に

ついて言及している。これは，中国委員会が主体となることで決着しているが，

90年前後に， 30名近くの宣教師が内地会を辞したと，さりげなく書いている

(スティーア. p.402)。内地会はあくまで，ハドソン・テーラーの霊的な権威に

依拠した運動体であり，規模が大きくなったにもかかわらず，組織としてはいつ

も未熟であった。それが内地会の魅力でもあり，かっ弱点で町もあった。

13) 1880年代におけるサミュエル・ポラードなどメソディストたちの聖書キリス

ト者教会 theBible Christian Churchは，英国圏内における協力であり，上記

の協力団体associatemissionとは異なると考えられる。

14) カレン族仏教徒については. 1994年，キリスト教徒主導のカレン民族解放軍

(KNLA)から分離し， ミャンマ一政府軍とともに KNLA根拠地を攻撃した民

主カレン仏教徒軍 (DKBA)の事件によって，あらためて注目されるようになっ

た。カレン族は実際には，仏教徒が多いといわれることが多い。筆者は，アニミ

ストであったカレン族の，仏教徒カレンやキリスト教徒カレンへ分岐には，ゾミ

ア諸族の生存戦略の相違が存在してい~ように思われる。

ただ，中圏西南k英領ピルマにおける，クリスチャンの位置づけの違いに，や

はり留意する必要があるだろう。特に， ビルマおよびアッサム(インド)は，イ

ギリス箱民地であり，米国パプテイストの伝道活動は好むと好まざるに関わらず，

英植民地支配と関わりをもたざるをえなかった。結果として，植民地支配の一翼

安担ったと言われでもやむをえざるみころが多々あった。たとえば，英横民地主

義者によるキリスト教カレンの優遇策，官吏や警官への登用などが， ビルマとカ

レンの溝を大きくし，その後のピルマ(ミャンマー)の歴史に大きな影を落とす

ことになった(飯島茂. 1968)。

15) 生蕃として知られた台湾原住民，イスラム化しなかったサパ・サラワクのイヴァ
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ン族などの先住民，カリマンタンの夕、ヤク諸族，あるいは本稿におけるゾミア諸

民，ワ族，ラフ族， リス族，カチン族，チン族，ナガ族など¥照葉樹林地帯ある

いは熱帯森林において焼畑農耕を営む諸族は， -20世紀において，ゆるやかに，

あるいは急速に，プロテスタントを受容していく。また，水稲耕作を営んではい

るがスマトラ高地のパタック族も同じく広義のゾミアの民であり，彼らもまたプ

ロテスタントの民として知られる。プロテスタント以外には，カトリックもまた

ゾミアの民(生蕃)にとって選択肢の一つであった。但し，フィリピン北部山岳

地帯(コルディリェラ〉住民を除いて。
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